
事業の計画・内容

直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

し尿・浄化槽汚泥の適正な処理

事業名

基本施策

623

伊賀市　事務事業評価シート

し尿処理及び施設維持管理

22

　　　　し尿処理用薬品

正規職員     （人） 2
活動指標 単位

一部委託
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

本年度も、適正・安全なし尿処理及び施設の運転維持管理に努める。

廃棄物の処理及び清掃に関する法律運営主体

新都市浄化センター

細目
細々目

１０２

各家庭等から出るし尿・浄化槽を当センターで、衛生的に処理する事によ
り、市民の生活環境を守る。

成果（どうなるのか）

０１
し尿処理及び施設維持管理経費
し尿処理及び施設維持管理経費

生活環境部浄化センター

190,034 189,973

H17 H18（予算）

2

H19（予算）

2

3必要性

公共施設の大型浄化槽の担当管理課、業者との関係を蜜にし、計画的搬入を促し処理の適正・効率な運
転管理を行う。

187,038

効率性

評
価

最近の搬入の動向としては、年々し尿が減り浄化槽汚泥が増えてきている。また農業集落排水施設・大型店舗等の建設により汚泥の搬入量が多
く、１７年度に於いてはし尿３４％浄化槽汚泥６６％の割合であります。今後の搬入の動向や処理能力、機能を考慮すれば汚泥対策の設備を検討し
て行かなければならない。

指標設定の考え方

大型浄化槽汚泥（農集汚泥等）の搬入については、計画を立てて
変動のない搬入量で処理機能の低下なく処理の適正・安定化を図
る

ｋｌ

目標

事業の目的の成果を測る指標

し尿・浄化槽汚泥の適正処理

H17

79,081 77,973 77,973

14,400 14,400 14,400

112,061 112,000
201,438
107,957

204,434 204,373

目標値

千円

H17 H18 H19
実績値

34,074千円 30,429

22,527 22,800

17,030

22,800

34,074

16,178　　　　　　処理量(し尿）

56,298
55,735

単位

処理件数(浄化槽汚泥） 件

ｋｌ 18,922

処理量（浄化槽汚泥） ｋｌ 39,076

処理件数(し尿） 件 53,641 52030 50,990

38,31037,375

ｃ

総合評価
3
3
3

有効性
達成度

全市的に生活排水処理施設を整備する

０１
０４
０２
０３

会計
款
項
目

一般会計
衛生費
清掃費
し尿処理費

名            称コードコード 名               称

12,615

55,072

H18（目標）

目標

11,552

H19（目標）

12,130

201,438 204,434 204,373

２３－１１７９藤森　法幸 連絡先

　　　　し尿処理用燃料


